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秋田農村住民の血清脂肪酸構成と摂取脂肪と

の関連について （第 1報）
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秋田農村住民において，血沿脂肪酸構成と栄養摂取面，

特に脂肪摂取についての関連を検討するために，今回は，

30~69歳の男子の正常血圧者において，個人レベルで調

査したので報告する．

""- 方法

対象は，秋田県井川町，本仕市石沢地区において，毎

年行っている糖負荷試験を受診した30~69歳の男子住民

である．

渦査期間は，昭和50~53釘である．この間に受診した

457名の中から，正常血圧を示し，顕著な高脂血症，糖

尿病，肥満がなく，栄養摂取状況においても，魚・肉・

牛乳の摂取が普段と変らない者175名を選んだ．栄養調

査は面接聞き取り方法で行い，この結果と，前年度と同

じ方法で測定した血泊中の脂肪酸構成の成績と個々に比

校検討した．
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結果と考察
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成績の集計にあたり，対象者を30~49歳， 50~69歳に

分けて集計した．
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一方，栄養摂取員のうち，熟旦，総たん白質，動物性

たん白質，総脂肪，糖質，多価不飽和脂肪酸（p)は，

30~49歳代よりも50~69歳代で摂取最か少なくなってい

る．動物性脂肪，飽和脂肪酸（ s)の摂取量には差は認

められなかった．なお，全年令では，多価不飽和脂肪酸

／飽和脂肪酸（p/ s)比の平均値は1.51である．又，

食品群では，魚類・肉類は50~69歳代の方が30~49歳代

より摂取量が少なくなっている．卵類・油脂類の摂取量

は任代では差が見られなしヽか，i白脂煩の摂取量が全年令

表 1．血液生化学所見と栄投摂1収状況

男子昭和50~53年

A.血液生化学所見と栄養摂取量について

血液所見と栄養摂取量の平均値を表 Iに示した．その

結果から， 30~49歳代， 50~69歳代を比較してみると，

血泊総たん白，血清総コレステロー）レ，総脂肪酸，パルミチ

ン酸（P)' オレイン酸（0)' リノール酸（L), IJ 

ノール酸／オレイン酸（L/0)比， リノール酸／パ｝［，9

ミチン酸 (L/P).l:tかほは同伯を示した．中性脂肪い

30~49歳で少し変い値を示すが有意の差は見られなかっ

た。全年令で， L/0比は1.60となり， L/P比1.31と

なった．

＊秋田県衛生科学研究所

年齢 30~49 50-69 

例数 124 51 

血清たんぱ<gI dl 7.4 (0.5) 7.5 (0.4) 
血清コレステロールmg/dl 178.5 (32.8) 184.9 (33.5) 

中性脂肪叩／dl 91.0 (39.5) 82.8 (34.7) 
総脂肪酸 mg/dl 298.2 (69.0) 302.6 (60.1) 

パルミチン酸（P)mg/ dl 78 7 (19 3) 81.2 (18.0) 
オレイン酸（0)四／dl 66、7 (23 1) 65.2 (17.7) 
リノール酸（L)叩／dl 100 5 (27 7) 102.1 (26.0) 

L/0 l 58 (0 45) 1.65 (0.37) 
L/P l 30 (1 30) 1.32 (0.32) 

熱量 2475 (56]) 2209 (540) 
たんぱく質 g 88.3 (24. 7) 73.6 (19.8) 

動物性たんぱく質 g 41.0 (20.1) 33.4 (13.9) 
脂肪 g 40.5 (19.2) 36.9 (18.3) 

動物性脂肪 g 23.8 (16.1) 23.5 (15.2) 
植物性脂肪 g 16.7 (8.5) 13.2 (7.3) 

糖質 g 385 (107) 349 (96) 

P* g 1191(513) 10.25 (4.49) 
s g 872 (4.93) 8.29 (4.71) 

p/S  l 53 (0 50) 1.49 (0.59) 

魚類 g 125 (86) 101 (70) 
肉類 g 68 (75) 51 (41) 
卵類 g 33 (39) 35 (34) 

油脂類 g 4.9 (5.5) 4.1 (5.6) 

*) p：多価不飽和脂肪酸 s：飽和脂肪酸， （）標準偏差
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でも 5g以下と，国民栄養調査の全国平均 18.0g (54年

度）2)と比べても明らかに少ないことが注目される．

B 。 L/O•L/P比と栄養摂取量との関連

前述のような対象者の個々において，血清中のL/0

•L/P比がどのような栄捉摂取鼠食品群別摂取量と

関連しているかを検討した．栄養素のうち，血隋脂肪酸

表2.血清L/0,LIP比と栄養摂取鼠との相閣係数

年齢 30 -49 (124) 50 -69 (51) 
L/0 L/P L/0 L/P 

動脂 -0.240** -0.189* -0.270 -0 208 
植脂 0.212 ＊＊ 0.252 ** 0.220 0, 1 9 3 

p 0.105 0.140 0.067 0.042 
s -0.139 -0.104 -0.187 -0149 

PI s 0.320 ＊＊ 0.270 ＊＊ 0.370 ＊＊ 0.156 
油脂類 0 240 ＊ 0.214 ＊ 0.110 0 037 
焦類 -0.090 -0.154 0.043 -0 094 
卵類 -0.145 -0.068 -0.087 0.085 
肉類 -0.091 -0.060 0.166 0 151 

*p <0.05 **p <0.01 （） ：例数
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図 1．血清L/ 0, L / P比と食事中P/S比の相関
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図2．血清L/0比と脂肪摂取嵐の相関

との関連が予測される動物性脂肪（動脂），植物性脂肪

（植脂），多価不飽和脂肪酸（p)'飽和脂肪酸（ s)

の摂取量及びp /s 比をとりあげ， L/O•L/P比と

の相関関係を見ました。30~49歳においては，血清中の L

/O•L/P比と動脂の摂取量は負の相関を示し，植脂

の摂取鼠とは王の相関を示した． 50~69歳代ても同様な

傾向が見られるが，その関連は弱い．そして，血清中の

L/0比と食事中のp/s比は30~49歳代いすれも正の

相関力ゞ 見られ， L/P比とは30~49歳代のみで正の相関

が謎められた．図 1に示すように全年合においても血

沿中の L/O•L/P比と摂取p /S 上しは正0) 柑関が見

られた．次に，脂肪摂取の主な供給源となる食品群摂取

呈と [[l1肴中CiJ L/O•L/P比との関連を見ると，表 2

のように，魚・肉・卵類の摂取量とは相関が認められな

かった力ゞ，祉脂類摂取量とは30~49歳においてのみ正の

相関が見られた．脂肪摂取量と L/0比との関連をさら

に検副するため，血げ］中の L/0比と脈IJ方摂取贋との回

帰直線を求め，図 2に示した．

血清中のし 10比と植l且との木17閲は先に述へ；［したよ

うに，正相関を示したが， 50~69歳代よりも摂取量の多

い30~49歳において， L/0比か心に少し低｛直を示した．

このことは， 30~49歳代と50~69歳代における脂質代謝

の違し等を考戚［しらさらに，検討を力I]えたいと考えま

す．

IV まとめ

正常血圧を示す，健常者区つして，血清脂質と栄養摂

取量との関連を個人レベルで検討した．その結果，

l)血爪中の L/O・L/P比に動物性脂肪摂取量とは，

負の相関をホし，植物性脂防摂取日とに正の相月が見ら

れた．

2) 血清中の L/O•L/P比と食事中のp /s 比とは，

強い正1甘関か見らiした．

3)食品中では，油脂類の摂取量は30~49歳でのみ， L

/0 • L/  P比と丁の相具］が見られた．魚煩・肉類・

卵類の摂取量とは相関が認められなかった．
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